
海沿いの浜通り地方は、阿武隈高地と海岸の間に谷底平野、扇状地、海岸平野が順に見られます。そこでは真野川、新田川、木戸川、
夏井川など、阿武隈高地を発した比較的小規模な河川が短い距離を一気に流れ下って海に達しています。

これらの河川には、森・川・海の恵みの象徴とも言えるサケやアユが遡上してきています。
一方、この地方は比較的降水量が少なく、また、河川の流域も小さいことから、先人は、水不足に対応するため、相馬地方の「二宮

仕法（報徳仕法）」により作られたため池や、いわき市夏井川の小川江筋等の水利施設による取水により、水を大切に利用してきまし
た。

森、川、里、街、海がつながる、浜通り

阿武隈高地の夏井川源流
石ぽっけ（大滝根山）

海岸に達する夏井川と
仁井田川

阿武隈高地から
海に流れる河川

小川江筋取水堰

宗兵衛堤(報徳仕法)

先人の技術による
水利用

阿武隈山系の地酒

阿武隈山系の
豊かな水文化

紙漉き
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都市部の河川の水質改善
森・川・海を育む人づくり・
地域づくり

水環境団体の取組支援と
その活性化

浜通り地方の水文化の継承

水循環施策の窓口機能強化

＜夏井川の水質の推移＞
・H30と比較してR5はCOD値が全体的に上昇している。
・河口でのCOD値の上昇が顕著

・COD値の改善が見られていない。

・流域住民による河川の清掃活動等が活発になり、
浜通りでの連携事例数が増加傾向にある。

・一方、会員の高齢化・後継者不足により、活動が
困難な団体もあり、上下流の連携が困難な流域が
ある。（水環境団体聞き取り）

浜通り

＜本計画管理指標＞
水に関する上下流や地域、流
域間の連携事例数

夏井川流域住民による
川づくり連絡会

・子供たちの水に対する意識を高めるため「せせらぎ
スクール」や「水の作文コンクール」などの取組を
進めており、参加数は年々増加している。

・また、水に関するボランティア活動への参加につい
て、一度も参加したことない人の割合は減少している。

＜本計画管理指標＞
水に関するボランティア活動
等へ一度も参加したことがな
い。(浜通り)

H29 63.4％
→ R4：55.0%

⇒減少しているが、約半数が
参加していない

せせらぎスクール参加団体数
H29：36団体

→R4：49団体

県政世論調査(令和4年度)

・豪雨から子どもを守る出前講座などの取組が進めら
れている。

・また、近年、水害が頻発化・激甚化しており、水害
などに対する不安や心配が大きくなっていることか
ら、防災や減災の取組を充実していく必要がある。

豪雨から子どもの命を
守る出前講座

<本計画管理指標>

水に関する講習会
等開催回数(浜通
り)

H29：12回
→R4：25回

＜県政世論調査
(令和4年度)＞

豪雨などによる
災害の発生への
不安(浜通り)

H29：45.7%
→R4：60.4%

・大学生のボランティアサークルの参画による水環境
活動を実施した。

・コロナ禍で活動が途絶えたことから、再度連携を構
築していく必要がある。

・水環境団体の主体的な取組である福島県水環境団体
交流会（さらさら）について、有意義な取組である
ことから、引き続き支援を継続していく。

・各地方流域水循環協議会研修会については、連携・
交流の場として内容の充実を図っていく必要がある。

水環境団体アンケート結果(浜通り)

効果的な活動に必要な支援
→水環境活動の指導者養成 36％
→水環境活動への指導者の派遣 27％

効果的な活動に必要な情報
→行政機関の支援制度 36％

・水環境団体の活動支援として、「水との共生出前講
座」による講師派遣を行った。

・効果的な取組であることから、支援を継続していく
必要がある。

若い世代の参画がない 36％
若い世代の参画が必要 86%
効果的な活動に必要な情報

→後継者不足解決事例 36％

水環境団体アンケート結果(浜通り)

・県民の皆さんの身近な水への関心を高めるため「ふく
しまの水の触れよう」イベントを実施した。

リプルンふくしま 木戸ダム

ふくしまの水にふれよう2022「水、再発見」

・福島県水環境団体交流会（さらさら）の活動を支援
・コロナ禍において、各地方流域水循環協議会の活動は

研修の開催にとどまった。

・各水環境団体が地方流域水循環協議会に期待する役割は
多岐にわたっている。

＜水環境団体アンケート結果＞(浜通り)
地方流域水循環協議会に期待する役割

ボランティアの活動情報提供 45％
行政機関の支援制度情報提供 45%
若い世代の活動情報提供 27％
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地域と行政の連携による河川の環境保全活動
を支援します。

課題 方向性

ゴミが絶えず、河川や海岸の環境は改善されてい
ない状況である。

河川や海岸の環境保全に関する取組を支援し
ます。

高齢化や後継者不足等により、水環境団体や地域
住民による連携した活動が困難な流域がある。

上下流の地域住民等による活動や交流を促進
するとともに、環境保全活動への参加促進の
ための情報発信を充実させ、取組を支援しま
す。

主な課題と今後の方向性

河川の水質改善が必要な状況が続いているため、
継続的な環境保全活動が必要である。

地域住民や水環境団体が行っている水環境活動への参加促進や活動支援などを行い、環境保全
活動の輪を広げます。

県政世論調査の結果によると、浜通り地方は他の
地域よりも水に関する放射性物質について不安を
感じる割合が多い。

水環境団体が新たな活動を行う上でのノウハウ
や情報が不足している。

放射性物質からの環境回復に向けた取組等
について情報発信を行い、水環境団体の活
動への参加を推進します。

水環境団体の要望に応じて、専門家を派遣
するとともに、優良な活動事例を紹介する
など、活動の活性化を支援します。

水環境団体間の連携や交流の輪を広げていく必
要がある。

水環境団体間の連携や交流に関する取組を
支援するとともに、交流の機会を増やして
いきます。

水環境団体の高齢化・後継者不足等により、人材
の確保が困難となっている。

企画段階から大学生等の若い世代の参画を
促進するなど、より魅力ある企画内容とな
るよう支援します。

具体的な取組

放射性物質からの環境回復に向けた取組等について情報発信を行うとともに、若い世代の参画を促
すなど、水環境団体の人材確保や情報発信を支援し、人が集う豊かな水辺空間に向けて水環境団体
の活動活性化を図ります。

課題 方向性

主な課題と今後の方向性

過疎化や少子高齢化等により、
水に関わる文化や活動の衰退
が懸念される。

浜通り地方の水文化
を学ぶ取組を支援し
ます。

地域の水文化や歴史があま
り知られておらず、十分に
活用もなされていない。

浜通り地方の水文化を
情報発信するとともに、
観光や地域づくりなど
へ活用する取組を支援
します。

流域の豊かな自然や地域資源
があまり知られていない。

浜通り地方の流域の
豊かな自然や地域資
源などの情報を発信
します。

具体的な取組

水文化を学ぶ取組への支援や水文化に関する情報発信を行うとともに、観光や地域づくり
などへ活用する取組を支援します。

研修会、意見交換会な
どの内容を充実してい
くとともに、水環境団
体間の連携や交流の機
会を充実していきます。

水環境団体等が行っ
ている活動を広く情
報発信を行い、その
活動への参加を促進
します。

地方流域水循環協議会に期待
する役割として、情報提供・
情報発信・資材提供・水環境
活動の実施など多岐にわたっ
ている。

水環境団体や各関係
機関が実施する水循
環施策に関する総合
調整機能を強化しま
す。

コロナ禍で各地方流域水循
環協議会の活動が研修会の
開催に留まるなど連携・交
流の促進が不十分であった。

水害や新型コロナウイルス
などの影響で、地域住民や
水環境団体等の取組が縮小
している。

浜通り地方では、都市部の河川において、水質の改善が必要な状況が見られているため、流域内
の上流から下流までの活動団体が連携した水質改善に向けた取組や、地域と行政の協働による河川
の清掃、美化活動などが行われています。これらの活動をさらに広げていくため、地域住民や水環
境団体等による活動の連携や交流を支援します。

地域と行政の協働による環境保全活動 河川や海岸の環境保全活動

上下流連携による環境保全活動 身近な河川の水質保全意識の醸成

うつくしま川・サポート制度による
河川美化活動

鳴き砂を守る会の海岸清掃活動

夏井川流域の一斉水質調査チラシ 河口から源流を目指す
ウォーキングイベント

「うつくしま
川・サポート制
度」などにより、
地域と行政の協
働による身近に
親しめる水辺づ
くりを推進しま
す。

地域住民や水
環境団体が行っ
ている河川や海
岸の清掃などの
環境保全活動を
推進します。

上流から下流
までの地域住民
や活動団体が
連携した環境保
全活動を支援し
ます。

流域内の上流
と下流の水質の
違いを理解して
もらうなど、水
質保全に対する
意識を高める活
動を支援します。

水質保全意識の醸成 水利施設を活用した地域づくり

身近に親しめる水辺づくりの推進 防災意識の啓発

せせらぎスクール 四時ダムまつり

夏井川水系新川
ひょうたん島の清掃活動

流域治水をテーマとした
研修会の開催

水生生物による水
質調査を行う「せせ
らぎスクール」や、
「水の作文コンクー
ル」などを通じて、
子どもたちの水に対
する意識を高めてい
きます。

ダム等の水利施設
を生かしたイベント
等を情報発信するな
どして、魅力ある地
域づくりにつなげて
いきます。

川や水路が本来
持っている憩いの場
として
の機能を確保してい
くため、住民が安心
して近づける水辺空
間づくりを推進しま
す。

河川の流域のあら
ゆる関係者が協働し
て行う流域治水の取
組を促進し、地域の
防災力の向上に向け
た取組を支援します。

水環境団体への若い世代の参画促進 放射性物質等に関する情報発信

水環境団体の活動支援 水環境団体間の連携・交流の推進

学生参加による夏井川の活動

福島県HPによる
放射線モニタリング状況

水との共生出前講座 福島県水環境団体交流会

大学等と連携して
若い世代の参画を促
進するなど、水環境
団体の活動に参加し
やすい環境を整える
とともに、福島県HP
や若者の情報発信
ツールなども活用し、
団体の活動を紹介し
ます。

水辺空間の利用
を控えている県民
に配慮し、福島県
HP等を活用して環
境放射線モニタリ
ング結果や環境回
復に向けた取組等
について情報提供
を行います。

勉強会や講演会等
に講師を派遣する
「水との共生出前講
座」などを活用し、
水環境団体の活動を
支援します。

福島県水環境団
体交流会の活動を
支援するなど、水
環境団体間の連携
や交流の機会を充
実させます。

浜通り地方は、森・川・海に恵まれた豊かな水環境を有していますが、令和４年度県政世論調査
において、５割以上の方が「水に関するボランティア活動等へ参加したことがない」と回答するな
ど、地域の水環境保全活動への参加が低迷している状況にあります。このため、身近な水への関心
と意識を高めるなどして、水環境保全活動への参加を促進するとともに、地域の豊かな水資源を十
分に活用しながら、地域を元気にする取組を支援します。

主な課題と今後の方向性
主な課題と今後の方向性

課題 方向性
課題 方向性

水への関心を醸成する取組を推進してきたものの、
地域の水環境保全活動への参加に結びついていな
い。

子どもたちの水への関心を醸成するなど、
身近な環境活動への参加を促進する取組を
推進します。

河川の流域のあらゆる関係者が協働して行う
流域治水の取組を促進し、地域の防災力の向
上に向けた取組を支援します。

地域のダム等の水利施設を活用した取り組みが進
められているが、県民の関心は低い。

ダム等の水利施設を生かしたイベント等を情
報発信するとともに、魅力ある地域資源とし
てアピールし、地域づくりにつなげていきま
す。

頻発化・激甚化する水害などに対する不安や心配
が大きくなってきており、また、少子高齢化や過
疎化など地域の防災力が低下している。

身近に親しめる水辺づくりに取り組んでいるが、
激甚化する自然災害によって、場所が少なくなっ
ている。

住民が安心して近づける水辺づくりに向けた
取組を支援します。

具体的な取組

子どもたちへの環境教育を充実させるとともに、地域住民や水環境団体の連携や交流を促進するなど、
健全な水循環を支える人づくり、地域づくりを支援します。

浜通り地方の各流域では、水環境団体による様々な活動が行われていますが、水に関する放射性
物質についての不安や、新型コロナウイルス感染症の影響などによる活動の縮小や停滞、構成員の高
齢化や後継者不足などの課題を抱えています。このため、水環境団体の活動を広く知ってもらい、団
体間の連携や交流を促進させることにより、人材の確保や活動の活性化につなげていきます。

浜通り地方では、水に関わる祭事や伝統工芸などが各地に残されておりますが、これらの「水文化」は、中山間地域の過疎化や少子高齢化の影響や、
原子力発電所事故等による避難の影響などにより、伝統文化の担い手が減少し、衰退が懸念されています。このため、地域の水文化を流域の魅力として十
分に活用しながら、将来に継承していく取組を支援します。

水文化にふれ、学ぶ取組の支援 水文化に関する情報発信

学校や地域における水文化を学ぶ取
組や、地域の水文化を学びながら行う
水環境活動を支援します。

福島県HPや各種イベント等において、
各地の水文化に関する情報を発信します。

水について学ぶ子どもたち 沼ノ内の水祝儀（いわき市）

浜通り地方の各流域が抱える水環境の問題は多様化、複雑化しており、流域に関わる様々な主体が課題を共有し、連携しながら一緒に取り組んでいく
ことが求められています。そのため、関係団体が直面している課題について知恵を出し合いながら解決していくため、浜通り地方流域水循環協議会が総
合調整機能を果たします。

課題 方向性

主な課題と今後の方向性

浜通り地方流域水循環協議会が、様々な主体の連携や情報共有を図りながら、水循環に関
する取組がより効果的なものとなるよう支援します。

具体的な取組

水環境保全活動への参加促進 水環境団体間の連携・交流の推進

福島県ＨＰ等を活用し、水環境に関
する活動紹介や参加者募集、水辺空間
や水に関するイベント等の情報を発信
します。

福島県水環境団体交流会の活動を支援
するなど、水環境団体間の連携や交流の
機会を充実させます。

福島県HPによる情報発信
「水に関するｲﾍﾞﾝﾄ情報」

福島県水環境団体交流会

具体的な取組

令和６年７月１８日
福島県浜通り地方流域水循環協議会


